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１．はじめに  

漢方産業化推進研究会では、漢方の活用から生薬確保に至るまで、漢方を取り巻くさまざまな課

題に対して取り組んできたが、その大きなテーマの一つが未病段階での漢方の活用である。 

今回の新型コロナ感染症（COVID-19）流行に際し、未病漢方の活用についてまとめたものであ

る。本「COVID-19 感染に対する未病漢方活用法」（以下活用法）作成に当たっては、武漢市で

伝統医療の陣頭指揮をとられた専門家はじめ、国内外の多くの専門家のご意見を参考に、日本で

入手可能な漢方薬を中心にまとめたものである。 

したがって本活用法が扱うのは、あくまでも PCR 検査で COVID-19 感染症が確定するまでの期

間であり、診断確定したのちは国の方針に従って治療することを絶対条件とする。 

 

２．感染症に対する漢方の考え方   

感染症は人類史上において大きな脅威であり、医療の発達の過程で感染症が大きな存在であった

ことは洋の東西を問わない。日本の漢方専門家である医師や薬剤師が重視する『傷寒論』は後漢

末（紀元後 2 世紀末）に書かれた中国古典の一つであり、その序文には、著者である張仲景の親

族 200 人のうち 2/3 が 10 年経たないうちに死んだが、そのうちの 7 割が疫病であったため、研

究を重ねて傷寒論を書くに至ったとある。このように人類の歴史とともに疫病との闘いはあり、

そのたびに漢方治療は発展してきた。長年培ってきた叡智を、今回の新興感染症に対しても活用

しない手はない。 

漢方の概念では、疫病（外邪）に対して生体防御機能（内なる正気）で対抗するが、『傷寒論』

とならぶ中国古典の一つである『黄帝内経 素問』刺法論篇第七十二には「正気が内に充実して

いれば外邪が侵入できない」とある。例えば、ダイヤモンド・プリンセス号で、夫婦で同室にい

ても一方だけ発症するという事例で分かるように、「正気」、すなわち生体防御能がしっかりし

ていれば、ウイルスが侵入しても、ウイルスが増殖しないように抑制することができる。漢方の

働きはこの生体防御能を強化して、ウイルスを排除することである。この「内なる正気を充実さ

せる方法」こそが未病漢方ということになる。 
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３．COVID-19 に対する各国の伝統医療ガイドライン  

現在、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界で猛威を振るう中、最初に感染が流行し

た中国武漢市においては、中国全土から医療者 42,000 名が医療支援に駆けつけ、そのうち中医

学（中国の伝統医学）の医療者 4,900 名が中医学に基づく治療を行った。その結果、中医薬（中

国の伝統医学の薬）を使用することで重症化率が 11％から 4％にまで減少したと報告されてい

る。その経験をもとに中国では国として伝統医療治療のガイドラインを示した（中華人民共和国

中央人民政府新型コロナ肺炎診療ガイドライン（試行第七版）

http://www.gov.cn/zhengce/zhengceku/2020-03/04/content_5486705.htm）。韓国・台湾で

も同様に伝統医療治療の指針が示されている。詳細は「新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）に対する漢方の役割」https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=14426 をご

参照いただきたい。 

 

４．COVID-19 に対する未病漢方活用法の使い方  

本活用法は一般の方々に COVID-19 に対して漢方がどのように活用できるかを知ってもらうため

のものである。したがってここに挙げる漢方薬・生薬はそれぞれの場合の代表的なものであり、

実際の使用に際しては漢方に詳しい医師・薬剤師のもとで自分の体にあった漢方薬・生薬を服用

すべきである。 

一部に商売目的の便乗商法を行う通販サイトなどに利用されることは本書の目的と反するところ

であり、本活用法の開示とともに、信頼できる医療機関・薬局の公開を進めるので、必ずそちら

に相談の上、正しく漢方薬・生薬を利用して欲しい。 

 

５．漢方養生法  

日常生活を如何に過ごすかというのは漢方では「養生」と称し、すべての薬物治療に優先する。

バランスの取れた食事，適度な運動，十分な睡眠は基本である。精神的にリラックスし、ストレ

http://www.gov.cn/zhengce/zhengceku/2020-03/04/content_5486705.htm
https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=14426
https://kampo-promotion.jp/topics/2020/05/20200508140850.html
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スを避ける。また漢方では、体を冷やすことを最も嫌う。季節に合った衣服を心がけ、脱ぎ着を

こまめにして体を冷やさないよう注意する。特に腰から下は温かくする。また、内からも温める

ように、冷たい飲み物を避け、生野菜よりは温野菜にするなど、飲食で体を温めるように心がけ

る。また、喫煙者はすぐに禁煙すべきである。 

漢方薬を始める前に、まず日常生活を見直し、自己管理をしっかりすることが肝要である。 

 

６．基礎疾患のないひとの COVID-19 に対する未病漢方  

１） 玉屏風散
ぎょくへいふうさん

：普段から風邪をひきやすく、疲れやすくて顔色がよくないもの。風に当たると

寒気がするもの。 

２） 生 脈 散
しょうみゃくさん

：体力がなく、胃腸が弱くてよく汗をかくもの。 

３） 補中益気湯
ほちゅうえっ きとう

：体力がない、もしくは疲労がたまっているもの。 

 

予防として用いる生薬を挙げる。単独で服用してもよいし、上記の漢方薬に足して服用してもよ

い。 

免疫増強作用を有するとされる生薬：薬用人参
やくようにんじん

・西洋人参
せいようにんじん

・冬虫夏草
とうちゅうかそう

・霊芝
れ い し

・紅景天
こうけいてん

 

ストレス解消作用を有するとされる生薬：紅景天
こうけいてん

 

抗ウイルス作用を有するとされる生薬：板藍根
ばんらんこん

・大青葉
だいせいよう

・金銀花
き ん ぎ ん か

 

肺機能を強化するとされる生薬：十薬
じゅうやく
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７．基礎疾患のあるひとの COVID-19 に対する未病漢方  

COVID-19 の致死率は基礎疾患の有無によって大きく左右されることが知られている。肺疾患、

心疾患、高血圧、糖尿病などの基礎疾患を有する者は、その基礎疾患の治療をしっかりすること

が必要になる。漢方的養生は一般の健康な者に対する感染予防と同様であるが、それぞれの疾患

をしっかりコントロールするよう、生活をより一層厳密に管理することが求められる。その上

で、それぞれの病態に応じて、漢方薬・生薬を感染予防のために加える。 

下記に代表的な漢方薬を挙げるが、漢方に詳しい医師・薬剤師の管理のもと服用する必要があ

る。長期服用の際には副作用が出現することがあるので、医師・薬剤師からどのような徴候が見

られたら連絡すべきか、きちんと指導を受ける。 

 

7-1．肺疾患 

１） 人参養栄湯
にんじんようえいとう

：肺機能低下が進行していて全身衰弱を伴うもの。 

２） 補中益気湯
ほちゅうえっ きとう

：疲労倦怠が強く、食欲があまりないもの。 

３） 玉屏風散
ぎょくへいふうさん

：体力がなく、手足が冷えて汗をよくかくもの。 

４） 蘇子降気湯
そ し こ う き と う

：痰が絡み、咳き込むと止まらず顔が上気するもの。 

 

7-2．心疾患 

１） 木防已湯
も く ぼ う い と う

：呼吸困難、喘鳴、浮腫を伴うような心機能低下があるもの。 

２） 生 脈 散
しょうみゃくさん

：心疾患があり、胃腸も弱く疲れやすいもの。 
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３） 血府逐瘀湯
け っ ぷ ち く お と う

：血圧が高く、頭痛、頭重、肩こり、のぼせ、動悸などがあるもの。 

４） 炙甘草湯
しゃかんぞうとう

 ：不整脈があり、疲れやすいもの。 

５） 冠元顆粒
かいげんかりゅう

 ：頭痛、頭重、肩こり、めまいなどがあるもの。 

６） 苓桂朮甘湯
りょうけいじゅつかんとう

：動悸、息切れ、めまいを自覚し、下肢のむくみがあるもの。 

 

7-3．高血圧 

１） 釣藤散
ちょうとうさん

：壮年以降の高血圧で、動脈硬化が進行しており、時に起床時の頭痛を認めるも

の。 

２） 八味地黄丸
は ち み じ お う が ん

：手足の冷えがあり、夜間頻尿を伴うもの。 

３） 杞菊地黄丸
こ き く じ お う が ん

：ほてり、口渇、めまい、視力低下などを伴うもの。 

４） 血府逐瘀湯
け っ ぷ ち く お と う

：頭痛、頭重、肩こり、のぼせ、動悸などがあるもの。 

５） 冠元顆粒
かんげんかりゅう

：頭痛、頭重、肩こり、めまい、動悸などがあるもの。 

６） 半夏白朮天麻湯
はんげびゃくじゅつてんまとう

：めまい、頭痛、胸部・みぞおちのつかえ感のあるもの。 

７） 真武湯
し ん ぶ と う

：虚弱で冷え症、めまい、むくみ、動悸などがあるもの。 

 

7-4．糖尿病 

１） 八味地黄丸
は ち み じ お う が ん

 又は 牛車腎気丸
ご し ゃ じ ん き が ん

：手足の冷え、腰痛、多尿、夜間頻尿、耳鳴りなどがあるも

の。 
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２） 六味丸
ろ く み が ん

：八味地黄丸と同様の症状だが、冷えが強くないもの。 

３） 清心蓮子飲
せいしんれん しいん

：胃腸が虚弱で頻尿があるもの。 

４） 生 脈 散
しょうみゃくみゃく

：虚弱体質、胃腸虚弱で疲れやすく食欲があまりないもの。 

５） 血府逐瘀湯
け っ ぷ ち く お と う

 又は 冠元顆粒
かんげんかりゅう

：血圧が高く、動脈硬化が進行しているもの。 

 

基礎疾患を有するひとに加える生薬を挙げる。単独で服用してもよいし、上記の漢方薬に足して

服用してもよい。 

免疫増強作用を有するとされる生薬：薬用人参
やくようにんじん

・西洋人参
せいようにんじん

・冬虫夏草
とうちゅうかそう

・霊芝
れ い し

・紅景天
こうけいてん

 

抗ウイルス作用を有するとされる生薬：板藍根
ばんらんこん

・大青葉
だいせいよう

 

血流改善作用を有するため心疾患や高血圧患者に良いとされている生薬：鶏血藤
けいけっとう

・紅花
こ う か

 

 

８．その他 COVID-19 ハイリスク者の未病漢方  

8-1． 濃厚接触者 

 2 週間は観察期間が必要でこの間は免疫増強を図る漢方薬（補中益気湯や十全大補湯）を服用

しながら、さらに抗ウイルス作用のある生薬を組み合わせる、もしくは感染に準じた漢方薬（銀

翹散や藿香正気散）を服用しながら、免疫増強作用のある生薬を組み合わせる。 

１） 補中益気湯
ほちゅうえっ きとう

：元気がないもの。抗ウイルス作用を有する免疫機能を増強させる報告がある。 

２） 十全大補湯
じゅうぜんたいほとう

：日頃より疲れやすく、血色が悪いもの。 
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３） 銀翹散
ぎんぎょうさん

：寒気がない風邪症状があるもの。 

４） 藿香正気散
かっこうしょうきさん

：むくみがちで胃腸が弱く、舌に白い苔が厚く付いているもの。 

 

8-2．虚弱高齢者 

 高齢者は、基礎疾患を有する者と同様に重症化するリスクが高いと報告されている。また、外

出を控えることにより生活が不活発になり、高齢者にとっては、フレイル（虚弱）になる可能性

が高まるといわれている。漢方薬の服用と合わせて、家でもできる運動を取り入れ、3 食きちん

と食事をとり、口腔ケアをしっかりすることも大切である。 

１） 玉屏風散
ぎょくへいふうさん

：日頃より虚弱で汗をかきやすいもの。 

２） 補中益気湯
ほちゅうえっ きとう

：疲れやすく食欲がないもの。 

３） 十全大補湯
じゅうぜんたいほとう

：貧血気味で疲れやすいもの。 

４） 人参養栄湯
にんじんようえいとう

：フレイル気味で足腰が弱いもの。 

５） 六君子湯
り っ く ん し

：食が細く、十分な栄養が取れないもの。 

６） 生 脈 散
しょうみゃくさん

：脱水気味で食欲がなく、息切れ、空咳があるもの。 

 

ハイリスク者に加える生薬を挙げる。単独で服用してもよいし、上記の漢方薬に足して服用して

もよい。 

免疫増強作用を有するとされる生薬：薬用人参
やくようにんじん

・冬虫夏草
とうちゅうかそう

・霊芝
れ い し

 

抗ウイルス作用を有するとされる生薬：板藍根
ばんらんこん

・大青葉
だいせいよう

・金銀花
き ん ぎ ん か
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９．発熱がみられた場合の対応  

ウイルス増殖のスピードは、入ってきた初期のウイルス量と生体防御能で決定される。漢方薬を

予防として服用していれば、種々の生体防御機能が働くため、ウイルス増殖を早期に抑制でき

る。発症後の治療はウイルス排除の漢方薬をメインにするが、引き続き免疫能増強の漢方薬を併

用すればより効果が高い。 

COVID-19 も初期症状は通常の風邪症状であり、発熱、頭痛、咽頭痛などで始まり、そのまま改

善する場合もあるが、咳・痰、下痢（時に便秘）、嗅覚・味覚障害、食欲不振、尿量減少など多

彩な症状を来す。コロナウイルスは ACE2 受容体に結合して細胞に侵入する性質があり、その受

容体がある細胞が多臓器にわたっているため多彩な症状が現れるとされている。この初期の段階

で回復させることが何より重要であるが、この時期を経て、いきなりサイトカインストーム（免

疫機が過剰に反応してしまう現象）を起こしたり、血栓ができて心筋梗塞や脳梗塞を起こす可能

性があるので、速やかに医療機関を受診する。 

上記を前提として、受診まで、もしくは PCR 検査を受けるまでの期間、服用可能な漢方薬を挙

げる。 

 

9-1. 発熱 

発熱後 1-2 日以内であれば葛根湯または麻黄湯を服用する。加えて免疫を高める目的で、薬用人

参、冬虫夏草、霊芝を併用する。症状発現後 3 日以上経っている場合、もしくは葛根湯または麻

黄湯を 3 日服用して解熱しない場合には、柴葛解肌湯（葛根湯+小柴胡湯）を解熱するまで服用

する。エキス製剤を組み合わせて服用する場合には漢方薬に含まれる生薬のひとつである「甘

草」の量が多くなり、「手足のだるさ」「しびれ」「脱力感」などの副作用があらわれることが

ある。副作用の症状が出たらすぐに医師や薬剤師に連絡をする。 

１） 葛根湯
かっこんとう

：発症直後で、寒気があり、首のうしろが凝って熱が上がる初期段階のもの。 
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２） 麻黄湯
ま お う と う

：寒気が強く、関節痛、腰痛などがあり、熱が上がる初期段階のもの。 

３） 麻黄附子細辛湯
ま お う ぶ し さ い し ん と う

：高齢者で熱が出たもの。 

４） 銀翹散
ぎんぎょうさん

：寒気が強くなく、いきなり熱が上がるもの。 

５） 藿香正気散
かっこうしょうきさん

：悪寒発熱、頭痛、胸つかえ感、嘔気、下痢があり、舌に白い苔が厚く付いてい

るもの。下痢を伴う場合には第一選択薬。 

 

9-2. 咳・痰出現時 

熱が持続している場合には柴葛解肌湯、麻杏甘石湯+小柴胡湯、麻杏甘石湯+銀翹散、発熱が落

ち着いていれば小柴胡湯加桔梗石膏、胸部の痛みを伴う場合には柴陥湯を服用するのが良い。い

ずれも解熱まで服用を継続する。エキス製剤を組み合わせて服用する場合には漢方薬に含まれる

生薬のひとつである「甘草」の量が多くなり、「手足のだるさ」「しびれ」「脱力感」などの副

作用があらわれることがある。副作用の症状が出たらすぐに医師や薬剤師に連絡をする。 

１） 柴葛解肌湯
さ い か つ げ き と う

：発熱後、咳が出始めたもの。 

２） 麻杏甘石湯
まきょうかんせきとう

+小柴胡湯
しょうさいことう

：気道狭窄があり、少し息苦しいもの。 

３） 麻杏甘石湯
まきょうかんせきとう

+銀翹散
ぎんぎょうさん

：2009 年新型インフルエンザ時に用いられた処方であり、発熱、咳、

痰のあるもの。 

４） 小柴胡湯加桔梗石膏
しょうさいことうかききょうせっこう

：のどがはれて痛むもの。 

５） 柴陥湯
さいかんとう

：胸部に痛みを覚えるもの。 

６） 蘇子降気湯
そ し こ う き と う

：痰が絡み、息苦しいもの。 

 



12 

 

漢方産業化推進研究会版でまとめる COVID-19 に対する未病漢方活用法はここまでである。中国

武漢市では PCR 陽性 COVID-19 で軽症の患者の重症化予防でも大きな役割を果たした。具体的

な治療法については「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対する漢方の役割」

https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=14426 をご参照いただきたい。 

 

10．まとめ  

本未病漢方活用法をまとめるに当たり、武漢市で COVID-19 の制圧に貢献した天津中医大学の張

伯礼学長ならびに広州中医大学の張忠徳教授から直にお話を伺った。このウイルスはしつこく、

安定しているように見えて急激に悪化することがあるため、日頃からの扶正（内なる気を高める

こと）が大切であると強調されていた。ちなみに武漢市で COVID-19 感染症治療に当たった伝統

医療の医師 4900 名はそれぞれに自分に合った生薬を服用し、一人も感染者が出ていないことを

付け加えておく。 

本活用法が一人でも多くの尊い命を救うことに貢献できれば幸いである。 

 

11．謝辞  

本未病漢方活用法をまとめるに当たり、漢方産業化推進研究会の会員から、数多くの情報を提供

いただいた。会員である日本漢方協会の学術委員を務める伊藤亜希氏からは、多くのご助言をい

ただいた。 

北京中医薬大学劉建平教授、中日友好病院賈立群腫瘍内科主任、慶熙大学金容奭教授、中国医薬

大学中医学院顔宏融副院長には、伝統医療ガイドラインの提供ならびに実際の治療について教え

ていただいた。また、武漢での伝統医療治療の実際を教えてくださった天津中医大学の張伯礼学

長ならびに広州中医大学の張忠徳教授に心よりの感謝の意を表したい。 

最後に本活動を支えてくれた Medical Excellence Japan の藤本康二氏、および横浜薬科大学に

深謝致します。 

https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=14426
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